
去
る
五
月
三
日
、
Ｊ
リ
ー
グ
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
対
Ｆ
Ｃ
東
京

戦
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ

ー
（
道
志
村
・
都
留
市
共
催
）
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
志
村
か
ら
も
子
供
た
ち
が
フ

ェ
ア
プ
レ
イ
フ
ラ
ッ
グ
を
携
え
両
チ
ー
ム

を
先
導
し
た
り
（
下
写
真
）
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
（
広
報
表
紙
写
真
）
と
し
て
選
手

と
一
緒
に
入
場
し
た
り
と
大
活
躍
し
ま
し

た
。結

果
は
残
念
な
が
ら
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
の
惜
敗
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
昇
格
後
初
の
Ｊ
１
舞
台
に
お

い
て
も
、
上
位
チ
ー
ム
を
破
っ
た
り
と
、

シ
ー
ズ
ン
途
中
で
す
が
試
合
内
容
は
高
い

（７）

●
農
業
用
廃
プ
ラ
は
、
各
地
区
の

収
集
場
所
に
指
定
日
の
午
前
七

時
〜
九
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
廃
プ
ラ
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
系
な
ど
の
性
質

が
違
う
の
で
、
種
類
ご
と
に
分

別
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
機
械
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
砂
は
除
去
し
、

ゴ
ミ
や
金
物
な
ど
の
異
物
は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
梱
包
（
荷
造
り
）
す
る
時
は
、

ビ
ニ
ー
ル
等
を
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
に
折
り
た
た
み
、
一
包
の

重
量
を
十
〜
十
五
kg
程
度
に
し

て
、
二
ヶ
所
ま
た
は
十
字
に
ヒ

モ
で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
（
使
用
済
み
の
マ
ル
チ
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
。）
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
排
出
者
で
あ
る
農
家
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
を
み
だ
り
に
捨
て
た
り
、
野
焼
き
し
た
り
す

る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
業
用
廃
プ
ラ
の
再
利
用
を
目
的
に
収
集
し
て
お

り
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
注
意
事
項
を
読
ん
で
ル
ー
ル
を
守
り
ご
協
力
下
さ
い
。

ハウス用プラスチックフィルム マルチ用プラスチックフィルム
プラスチック肥料袋
農薬の空容器など

▼
収
集
場
所

・
月
夜
野
〜
大
室
指

旧
久
保
分
校
玄
関
前

・
椿
〜
西
和
出
村

役
場
玄
関
前

・
谷
相
〜
上
中
山

唐
沢
体
育
館
玄
関
前

・
下
善
之
木
〜
長
又

善
之
木
体
育
館
前

▼
収
集
日

六
月
二
十
日
（火）

午
前
七
時
〜
午
前
九
時

▼
次
回
収
集
予
定

十
一
月
頃

収
集
日
以
外
に
は
絶
対
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
振
興
課
　
農
政
係

電
話
（
五
二
）
二
一
一
四

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収

集

に
つ
い
て

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
、
引
き
続

き
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
道
志
村
の
皆
さ

ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
迫
力
あ
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
を

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
同
様
の
サ
ン
ク

ス
デ
ー
を
計
画
中
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
道
志
村
教
育
委
員
会
（
五
二
―
二

一
八
一
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
や
日
程
の
お
問
い
合
せ
先

（株）
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五(

二
五
四)

六
八
六
七

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー

フェアプレーフラッグ掲揚

フェアプレーフラッグ入場
佐藤　祐くん　右から3番目
佐藤想留くん、右から4番目（ ）



平成18年６月１日（８）

変わらず、気管支炎、及び、胃腸炎が流行しています。

当院のホームページを去年4月から開設しております。

URLはhttp://www.geocities.jp/doshiclinic2005/index.htmlです。

診 療 所 だ よ り

近日は当診療所に禁煙についての相談が認められます。そのことについて記載します。

禁煙

厚生労働省より禁煙について保険適応という話しが拡がっております。

その為どこの病院、施設で気軽に治療として行えるように受けとめられてしまわれがちです。

実際の所は施設基準が設定され、禁煙治療ができる施設は限定されます（禁煙治療豊富な医師、看護

師が常駐していること、構内は完全に禁煙化されていること。一酸化炭素測定機器が備え付けられている）

また、可能な施設で治療をした場合には、現在では治療費、薬剤費は様々となります。（おおよその

基準はありますが４万円以上でしょうか）更に専門の医師が認定した場合のみと限定されます。

治療は例として４週間の30mgニコチン貼布剤を使用、20mg、10mgと2週間ずつ減量し貼布し約

８週間で禁煙評価となります。

これは禁煙補助薬なので喫煙してしまえば効果は認められません。肉体的な依存、および相当な強い

意志で精神的依存を自分で脱却しなければならないということになります。

他人からすすめられて、また何となく話

しに聞いたから試すということでは、適応

として認められませんし、また成功しない

のが現状です。

治療を始めて中断した場合は２度目は

１年後行うまで治療を受けられないようで

す。宣誓書を記入することもあることから

も推測できます。

以上困難であることを説明させていただ

いていますが、禁煙外来を否定するもので

はありません。

また大病をして生死の境をさまようと言

った経験のある方は自然に止めてしまわれ

るといったことが多く見受けられます。

強い禁煙意志をもたれた、重篤な疾患の

無い方は自身で何回の失敗をしながら禁煙

努力をしていただいた上で禁煙外来を受診

されてはいかがでしょうか。

5/31

7

14

21

28

5

5/28 5/29 5/30 
午前：胃カメラ

1
研修のため休診

2 3
午前中のみ診察

4 6
午前：胃カメラ

8
研修のため休診

9 10
午前中のみ診察

11 12 13
午前：胃カメラ

15
研修のため休診

18 20
午前：胃カメラ

22
研修のため休診

23

2625 27
午前：胃カメラ

29
研修のため休診

30 7/1
午前中のみ診察　

7/57/37/2 7/4
午前：胃カメラ

7/6
研修のため休診

7/7 7/8
午前中のみ診察　

６月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

19

16 17
午前中のみ診察

24
午前中のみ診察　



（９）

三
年
生
は
、
四
月
十
八
日
か
ら

四
月
二
十
一
日
の
四
日
間
、
奈
良

・
京
都
・
広
島
方
面
へ
修
学
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
三
島
駅
か
ら
新
幹
線
で
一
路
京
都

を
目
指
し
、
近
鉄
特
急
に
乗
り
換
え
て
奈
良
に
入

り
ま
し
た
。
東
大
寺
を
見
学
し
、
奈
良
公
園
を
班

別
行
動
で
散
策
し
た
後
、
若
草
山
の
頂
上
ま
で
登

山
？
と
な
り
ま
し
た
。
下
界
に
広
が
る
奈
良
の
都

を
見
下
ろ
す
絶
景
ポ
イ
ン
ト
か
ら
我
が
道
志
中
の

歌
声
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
最
高
の

気
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
日
目
は
、
宿
舎
を
出
る
と
こ
ろ
か
ら
班
別
自

主
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
目
指
す
は
京
都
市
内
。

事
前
に
話
し
合
っ
て
お
い
た
通
り
、
市
内
を
走
る

路
線
パ
ス
に
乗
り
、
伏
見
稲
荷
大
社
・
金
閣
寺
・

北
野
天
満
宮
な
ど
、
新
緑
の
古
都
の
風
情
を
満
喫

し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
交
通
機
関
を
使
っ
て
の
移

動
で
、
緊
張
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
無
事
に
活
動

を
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
三
十
三
間
堂
と
清
水
寺
を
訪
ね
、

午
後
は
新
幹
線
で
広
島
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、

宿
舎
に
被
爆
体
験
者
で
あ
る
高
橋
昭
博
氏
を
お
招

き
し
、「
平
和
講
演
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
高
橋

●●● 学校だより 道志中学校 (第24号）●●●

さ
ん
は
昭
和
六
年
生
ま
れ
で
、
今
年
七
十
五
歳
に

な
ら
れ
ま
す
。
原
爆
後
遺
症
の
た
め
、
今
で
も
通

院
を
繰
り
返
す
毎
日
だ
そ
う
で
す
が
、
例
年
道
志

中
学
校
の
修
学
旅
行
団
に
貴
重
な
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
「
あ
な
た
に
で
き
る
平
和
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
高

橋
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、
生
徒
達
は
き
っ

と
何
か
を
考
え
、
動
き
出
す
と
思
い
ま
す
。

四
日
目
は
、
広
島
平
和
公
園
内
の
「
原
爆
の
子

の
像
」
の
前
で
平
和
集
会
を
行
い
、
広
島
の
地
に

平
和
を
誓
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
し
、
帰
校
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
お
い
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
元
気
に
帰
宅
し
た
生
徒
達
か
ら
、
そ
こ

か
し
こ
で
求
め
た
お
土
産
や
た
く
さ
ん
の
お
土
産

話
が
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
友
情
☆
団
結
☆
自
立
へ
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に

二
十
二
人
の
友
と
過
ご
し
た
四
日
間
は
、
生
徒
達

の
心
に
強
く
焼
き
付
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

京
都
で
の
班
別
行
動
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

僕
た
ち
の
班
は
最
初
に
金
閣
寺
に
行
き
ま
し
た
。

金
閣
寺
は
燦
然
と
輝
い
て
い
て
、
思
わ
ず
「
す
げ

ー
」
と
み
ん
な
で
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

龍
安
寺
の
石
庭
の
美
し
さ
に
立
ち
止
ま
っ
て
思

わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昔
の
人
は
な
ん

で
こ
ん
な
す
ご
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仁
和
寺

の
桜
が
満
開
だ
っ
た
の
で
と
て
も
き
れ
い
で
、
改

め
て
春
は
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

京
都
で
の
班
別
行
動
は
、
と
て
も
よ
い
体
験
に

な
っ
た
し
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

（
水
越
　
武
蔵
）

私
た
ち
は
二
年
生
の
時
か
ら
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
で
「
平
和
」
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し

た
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
広
島
や
長
崎
に
落
と
さ

れ
た
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
調

べ
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
、
実
際
に
被
爆
さ
れ
た
高
橋
昭

博
さ
ん
に
と
て
も
貴
重
で
大
切
な
お
話
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
怖
く
て
苦
し
い
思
い
を
た

く
さ
ん
し
た
ん
だ
な
と
思
う
と
、
と
て
も
悲
し
か

っ
た
で
す
。

次
の
日
の
朝
、
平
和
記
念
公
園
で
平
和
集
会
を

し
ま
し
た
。
原
爆
投
下
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
黙
祷
を
し
て
、
千
羽
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
み
ん
な
で
「
聞
こ
え

る
」
の
合
唱
を
し
た
こ
と
で
す
。
す
ご
く
緊
張
し

ま
し
た
が
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
え
た

の
で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行

生
徒
の
感
想
か
ら

新
入
生
十
七
名
、
新
任
職
員
五
名
を
迎
え
、

全
校
生
徒
五
十
五
名
、
教
職
員
十
六
名
で
平
成

十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
学
校
経
営
方
針
は
、
次
の
通
り
で

す
。

学
校
教
育
目
標

『
人
間
性
豊
か
な
生
徒
の
育
成
』

一
　
自
主
性
を
高
め
、
進
ん
で
学
習
す
る
生
徒

一
　
勤
労
を
尊
び
、
責
任
を
果
た
す
生
徒

一
　
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
他
と
協
調
で
き

る
生
徒

一
　
情
操
豊
か
で
、
美
し
い
も
の
を
愛
す
る
生

徒

一
　
生
命
を
尊
び
、
健
康
増
進
に
努
め
る
生
徒

本
年
度
の
努
力
点

一
　
授
業
を
大
切
に
し
、
内
容
の
充
実
に
努
め

る
。

一
　
学
習
に
お
け
る
諸
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

一
　
地
域
文
化
の
伝
承
に
努
め
る
。

一
　
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
り
、
生
徒
の
よ
さ

を
伸
ば
す
積
極
的
な
生
徒
指
導
に
努
め
る
。

一
　
部
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

一
　
信
頼
さ
れ
る
教
師
、
開
か
れ
た
学
校
に
努
め

る
。

一
　
道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す
る
た
め
道
徳
の

時
間
の
確
保
に
努
め
る
。

一
　
生
徒
・
教
師
の
人
間
関
係
を
重
視
し
、
生

徒
の
心
身
の
健
康
管
理
に
配
慮
す
る
。

一
　
計
画
的
・
継
続
的
な
、
自
己
実
現
を
目
指

す
進
路
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

一
　
物
的
環
境
を
整
備
し
、
言
語
環
境
の
充
実

を
図
り
、
温
か
い
環
境
作
り
に
努
め
る
。

十
八
年
度
道
志
中
が

め
ざ
す
生
徒
像



村
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
新

山
村
振
興
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
に
よ

り
豆
腐
加
工
所
を
建
設
し
ま
す
。
道
志
の

良
質
な
水
を
使
っ
て
村
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
道
志
豆
腐
を
新
た
な
特
産
品
と
し
て
製

造
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
交
流
促
進

施
設
道
の
駅
ど
う
し
や
村
内
の
観
光
施
設

等
で
販
売
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
新
た

な
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
振
興
や
道
の
駅

の
振
興
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
い
う

団
体
及
び
法
人
で
豆
腐
加
工
所
の
管
理
者

と
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
別
紙
豆
腐
加
工

所
　
指
定
管
理
者
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
志
村
役
場
産
業
振
興
課
　
産
業
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
二)

二
一
一
四

本
年
度
次
の
日
程
に
て
屋
内
プ
ー
ル
を

営
業
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間

●
六
月
一
日
（木）
〜
七
月
二
十
日
（日）

木
曜
日
〜
日
曜
日

午
後
一
時
〜
午
後
六
時

●
七
月
二
十
一
日
（月）
〜
八
月
二
十
四
日
（木）

毎
日午

前
十
時
〜
午
後
一
時

午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時

午
後
六
時
〜
午
後
八
時

●
八
月
二
十
五
（金）
〜
九
月
三
十
日
（土）

木
曜
日
〜
日
曜
日

午
後
一
時
〜
午
後
六
時

料
　
金

大
人
（
村
内
者
）
二
百
円

大
人
（
村
外
者
）
五
百
円

子
供
（
村
内
者
）
無
料

子
供
（
村
外
者
）
三
百
円

※
い
ず
れ
も
時
間
区
分
ご
と
の
料
金
で

す
。

山
梨
県
で
は
、
五
月
三
十
日
（
環
境
美

化
の
日
）
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
を

「
や
ま
な
し
環
境
月
間
」
と
設
定
し
て
い

ま
す
。
市
町
村
や
環
境
保
全
団
体
を
中
心

に
、
県
内
各
地
に
お
い
て
環
境
保
全
へ
の

様
々
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

道
志
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
先
般
行
わ

れ
ま
し
た「
村
内
一
斉
清
掃
・
一
斉
消
毒
」

を
初
日
と
し
て
、
期
間
中
村
民
の
み
な
さ

ん
や
観
光
客
に
対
し
、
防
災
無
線
や
広
報

車
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
本
村
の
緑
豊
か
な
美
し
い
自

然
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
か
環
境
月
間
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、「
村
内
一
斉
清
掃
・
一
斉
消
毒
」
に

対
し
ま
し
て
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平成18年６月１日（10）

蔵書を活かした文庫づくり

小椿　　　前川　清治さん

大室山の山麓に暮らして一年が過ぎ

ました。ようやく水源の森からの恵み

に感謝し、厳しい自然と向き合って生

きる毎日に、都市では味わえぬ喜びを

感じています。百万都市・川崎のマン

ション暮らしを体験したあと、「道志

川」に魅せられて津久井町に移住して

きましたが、鮎の遡上に似て清流を溯り、県境を越えて道

志谷の山荘で永住することを決めました。そこで私はいま、

『道志七里』（村史）に学びながら、『道志七里物語』を月

刊誌に連載し、蔵書を活かして「小椿文庫」の開設へむけ

た準備作業を続けています。

人口２千人という「顔の見える小さな自治体」には、ど

んな村おこしが必要なのかを考えるとき、豊かな水源の森

をもつ自然環境を守りながら、温かい心が通い合う福祉文

化のふるさとづくりが望まれます。道志村には図書館があ

りませんが、蔵書を持ち寄って文庫をつくり、新しい文化

情報館づくりにつなげていければと願っています。

●「発車しま～す」
道志七里ふれあいバス試験運行

（役場所有のバス）が、６月１日
より８月31日まで毎日運行いたし
ます。
時刻表を参考にご利用ください。

● 富士急行より
お知らせいたします

朝、長又発８時17分道志小学校
行きが７時57分に変更の運行とな
りました。

豆
腐
加
工
所
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

屋
内
プ
ー
ル
営
業

開
始
し
ま
す

「
や
ま
な
し
環
境
月
間
」

の
お
し
ら
せ



（11）

先月号からのつづきで、善之木地区から

山伏峠までの桜の写真です。

きれいに咲き誇る道志桜をご覧ください。

長又地区の桜 下善之木地区の桜

板橋地区の桜

上善之木地区の桜

山伏峠の桜



平成18年６月１日（12）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

4,938

2 ,580

55

71 ,784

79 ,357

4月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

6月 の 納 税

平成18年６月１日

第306号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
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http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

村 県 民 税（第１期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

人口　2086人　男1039人　女1047人　世帯数 618世帯（H18.5.１現在）

湯川　 勇さん（月夜野）

大正７年３月10日生

杉本 佳弥乃
か や の

ちゃん（大栗）

平成16年１月13日生

父 稔さん　母 博子さん

6月 主 な 行 事
1日(木）プールオープン

横浜開港記念バザー出店

2日(金）横浜港開港記念式典　PM 1：00 大桟橋ホール

5日(月) 水源基金作業部会　PM 1：00 水源林管理所

ヨガ教室　PM 7：30 福祉センター

6日(火) つぼみっこくらぶ　PM 2：00 福祉センター

12日(月) ヨガ教室　PM 7：30 福祉センター

13日(火）つぼみっこくらぶ　PM 2：00 福祉センター

19日(月）健診結果説明会　PM 2：00～福祉センター　20～64歳対象

20日(火）つぼみっ子くらぶ　PM 2：00～福祉センター

21日(水）健診結果説明会　PM 2：00～福祉センター　65歳以上対象

議会予定

23日(金）健診結果説明会　PM 2：00～福祉センター　65歳以上対象

25日(日）消防団役員研修～26日

26日(月) 農業委員会　PM 3：00

ヨガ教室　PM 7：00～福祉センター

27日(火）つぼみっ子くらぶ　PM 2：00～福祉センター

30日(金）乳幼児健診　PM 1：30～福祉センター

馬
　
　
　
場
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
彦

神

奈

川

県
　
　
　
　
原
口
　
政
美

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

月

夜

野
　
佐
藤
　
平
治

77
歳

笹

久

根
　
出
羽
み
つ
ゑ

90
歳

桃
上
中
山
　
　
佐
藤
　
鶴
代
さ
ん


